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１
９
９
５
年
４
月
１
日
、
京
都
大
学
経
済
学
部
へ
赴
任
し
た
。
前
任

校
の
名
城
大
学
在
職
中
に
﹃
ア
メ
リ
カ
管
理
会
計
史
﹄
上
下
巻
、
１
９

８
９
、
同
文
舘
出
版
を
出
版
し
て
、
管
理
会
計
の
歴
史
研
究
に
一
区
切

り
が
つ
い
て
い
た
。
日
本
企
業
の
管
理
会
計
実
務
を
解
明
す
る
た
め
、

研
究
領
域
を
広
げ
て
企
業
調
査
（
聞
取
調
査
）
に
よ
る
ケ
ー
ス
研
究
に

着
手
し
て
い
た
が
、
京
都
大
学
で
は
、
こ
れ
を
本
格
的
に
行
う
こ
と
に

し
た
。
ず
い
ぶ
ん
多
く
の
製
造
企
業
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

聞
取
調
査
を
行
っ
た
。

私
学
出
身
の
教
授
と
い
う
の
が
珍
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
定
員
８
名

の
２
倍
か
ら
３
倍
の
学
生
が
ゼ
ミ
に
応
募
し
て
き
た
。
あ
る
と
き
、
Ｐ

Ｃ
周
辺
機
器
メ
ー
カ
ー
で
有
名
な
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
牧
誠
社
長
の
ご
子

息
で
あ
っ
た
牧
寛
之
君
が
ゼ
ミ
に
入
っ
て
き
た
。
牧
君
を
通
じ
て
聞
取

調
査
を
お
願
い
し
た
。
牧
社
長
か
ら
快
諾
を
い
た
だ
き
、
ゼ
ミ
生
を
20

名
ば
か
り
引
率
し
て
名
古
屋
市
の
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
本
社
で
調
査
を
し

た
。
こ
の
調
査
を
通
じ
て
牧
社
長
と
は
大
変
懇
意
に
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
あ
る
と
き
、
日
本
に
お
け
る
少
々
情
け
な
い
管
理
会
計
研
究
の
実

情
を
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
牧
社
長
か
ら
「
何
が
足
り
な
い

か
」
と
問
わ
れ
た
の
で
、
「
お
金
と
人
が
足
り
ま
せ
ん
」
と
即
答
し

た
。
そ
の
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
２
０
０
７
年
３
月
、
管
理
会
計
の

研
究
助
成
に
特
化
し
た
財
団
法
人
メ
ル
コ
学
術
振
興
財
団
が
設
立
さ
れ

た
。
陣
川
公
平
副
社
長
（
オ
ム
ロ
ン
）
と
吉
田
和
男
教
授
（
京
都
大

学
）
に
は
理
事
と
し
て
、
中
居
文
治
名
誉
教
授
（
京
都
大
学
）
と
川
分

陽
二
社
長
（
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
に
は
評
議
員

と
し
て
京
都
大
学
関
係
者
に
も
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
。
私
は
理
事

長
、
後
任
の
澤
邉
紀
生
教
授
も
理
事
と
し
て
、
財
団
運
営
に
関
わ
っ

た
。京

都
大
学
を
定
年
退
官
し
、
２
０
０
７
年
４
月
、
福
井
県
立
大
学
へ

奉
職
し
た
が
、
こ
こ
で
も
福
井
県
の
製
造
企
業
を
中
心
に
ケ
ー
ス
研
究

を
行
っ
た
。
単
身
赴
任
だ
っ
た
の
で
、
大
学
と
官
舎
を
往
復
す
る
毎
日

だ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
週
に
１
回
、
帰
宅
途
中
で
喜
水
と
い
う
和
食
店
に

通
っ
た
。
若
狭
湾
で
捕
れ
る
魚
と
日
本
酒
が
美
味
し
か
っ
た
。
２
０
１

２
年
４
月
、
福
井
県
立
大
学
を
退
官
し
て
、
公
益
財
団
法
人
メ
ル
コ
学

術
振
興
財
団
の
代
表
理
事
（
常
勤
）
に
就
任
し
た
。
５
年
間
の
代
表
理

事
と
そ
の
後
２
年
間
の
顧
問
を
勤
め
て
財
団
運
営
か
ら
離
れ
た
。
現
在

は
、
逝
去
さ
れ
た
牧
誠
氏
に
代
わ
っ
て
牧
君
（
現
メ
ル
コ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
社
長
）
が
財
団
の
代
表
理
事
を
務
め
て
い
る
。

メ
ル
コ
学
術
振
興
財
団
の
設
立
に
と
も
な
い
、
不
足
す
る
「
お
金
と

人
」
の
う
ち
、
必
要
最
低
限
の
お
金
は
準
備
で
き
た
。
と
は
い
え
、
世

界
の
研
究
最
前
線
で
活
躍
で
き
る
研
究
者
を
育
て
る
こ
と
は
そ
う
簡
単

で
は
な
い
。
財
団
の
支

援
に
も
限
界
が
あ
る
。

大
学
、
学
会
、
企
業
、

政
府
な
ど
が
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
研
究
者
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。

20
代
だ
っ
た
院
生
た
ち

が
大
き
く
育
ち
あ
ち
こ

ち
の
大
学
で
教
授
と

な
っ
た
。
最
近
で
は
、

彼
ら
に
引
率
さ
れ
て
国

内
外
で
企
業
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
先

も
、
少
し
は
足
腰
を
鍛

練
し
て
企
業
調
査
に
出

か
け
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
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